
特集/地 域の時代とビジネス革新

パ ネ ル ・デ ィス カ ッ シ ョ ン

「地域 の時代 とヒジネス革新一地域 に

根 ざし、地域 と共 に生 きるビジネスの創造一」

地域性の概念
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後藤 伸 神奈川大学の後藤 と申します。今日は国際経営研究所主催の国際経営フォー

ラムで、私がコーディネーターを務めたいと思います。

まず、先ほどの3名 のパネ リス トの皆 さんが報告 された内容を簡潔に確認 します。

小泉報告では、「ビジネス革新 と地域 との共生」 とい うことで、その具体的な事例

が紹介 されま した。車文化を支える事業としてFIDREAM平 塚、ダイレク トパーク、

また生活文化 ビジネスとしてのアクアクラが、新事業 として取 り上げ られま した。

小沢報告では、 「地域におけるビジネス支援」 とい うことで、中小企業支援に関

する行政サイ ドの施策についての説明があ りま した。全国 レベルでの法整備、県 レ

ベル、そ して湘南地域の対応な ど、それぞれ3つ の対応 について話があ りま した。

続いて、海老澤報告では、 「地域の時代におけるビジネス創造」 とい うことで、地

球村時代における地域 ビジネスのあり方についての独 自の見解の披渥 と問題提起が

あ りました。

3氏 の話の中で、地域 とい う概念にっいて共通概念がいま1つ 作 られていない感

じがします。地域性 とい うものについてどのようなことを考えたらいいのか、ある

いは地域性を考えた場合 どのような定義が必要なのかな ど、各パネ リス トには、地

域性の捉え方についてお考えをお聞きしたいと思います。それを踏まえて、地域性

に基づ くビジネスの展開について議論 をしていきたいと考えています。では小泉さ

んから、地域性をどのように捉えているのかについてお話を聞きします。
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小泉光一郎 先ほど、海老澤先生の話から、地域 とい うのはそのように捉 えた方が

いいのかな、と地域に関す る考え方がちょっと変わ りま した。私は平塚とい うもの

を1つ の地域 として考えまして、これが国家のような機能がそこにあるな ら、地域

としての自立性を考えるべきではないかと思っています。そこに住んでいる人間が

楽 しむな らば、そこには1っ の国家機能のようなものがあ り、そ ういった地域の連

携 とか、競争などを考えた方がいいと思います。

小沢裕司 私はどうしても行政の人間ですので、地域 とい うものを市の単位 とか、

湘南地域 とかなどに考えて しまいます。 しか し、ビジネスを支援す るとい う観点か

らします と、市の地域 とか、湘南地域 とかなどの区別は関係なくていいのではない

かと思います。そこでビジネスをす る人の範囲の広が りの中で、色んな人を支援す

るとか、支援する人を紹介 した りす るとかなど、そのように考えていけばいいので

はないかと思います。

海老澤栄一 視点がまちまちであるのは、む しろ当然なことで、このように抽象度

の高い議論は、む しろ視点を1個 にま とめること自体が問題 を大きくすると考えて

います。私が考えている地域は、関係 している人たちが、 自分たちが経営 とかに関

与できる範囲を地域 と考えてお ります。

後藤1地 域に関しては、ここで統一的な概念を設けようとする話ではありませんが、

論者によっては、 どういった地域の概念として理解 されているのかについて確認す

る必要があったためです。

地域の地盤沈下

後藤 会場の参加者から質問が出てお ります。基調講演 された斉藤先生に対 して、

地域力とい う言葉を使われま したが、 どうい う意味なのか、また、関連 して地域間

競争 とか、地域力の是正確立についてお話をお聞きしたい、とい う質問があります

ので、斉藤先生お願いします。

斉藤毅憲 そんなに深 く考えているとい うわけではありませんが、よく言われてい

る地域力のポテンシャル とか、地域の資源 とかを旨く蓄積 したり、活用 していた り

する意味で使いました。そ して、地域間格差が大きくなるだろう、 ということです

が、それは先ほど申しま したように、「地域間の リーダーの格差が出始めている」

といえます。それがある種の地域間の競争 といいますか、地域力の格差か ら出てき

ているのはないかと思います。
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後藤 続いて、地域間競争があって、地域における地盤の低下といいますか、ある

いは地域の活性化が低下傾 向にあると思われます。平塚 とい う話ではなくても結構

ですが、地域の地盤低下が起こった場合に、その低下にもっともコミットメン トす

る要因は何か。例 えば、ここが失われてしま うと本当に危ないとい うことは何か。

ここが危なくなると再建 しようがない とい うか、何か決定的なものがあるならば、

そのようなものは何か。もし、そのようなものが分かれば、かなり難 しい問題だと

い うことは分か りますが、逆にそれを地域の活性化につなげていけるのではないか

と思います。

それについてお話を聞けたらと思います。また、小泉さんか らお願いします。

小泉 一番問題なのは、やは り地域の財攻の ことです。私は1つ の地域を国 として

みていますので、その地域の財政が悪 くなると、その地域の地盤が低下 して しま う

とい うことです。 したがって、地域 もそこに必要な支出と収入 をきちんとバランス

させないと、地域は沈没すると思います。

小沢 地域の地盤 の低下についてですが、地域の経済力の中で商業の中心とい うも

のがあ りますが、それが必ず移動するのです。投資 と人 口の中心に向かって動いて

いるわけです。100年 単位で商業中心地 とい うのは動いているわけです。投資も産

業基盤 に対する投資 と、産業施設への投資が、量によって、地域によって決まって

くる。人 口もです。定住人口が多いところに商業施設ができた、とい うことですが、

それが車社会になってから幹線道路上に移ってきたとかなどです。 しかし、なかな

か最近は投資ができない。特に行政の方では財政の問題が大きいか らです。ただ、

一番心配 しているのは
、郊外に大きな投資が行なわれます と、その街 自体が沈没 し

てしま うとい うことです。

平塚もそ うい う傾向があ ります。平塚もそ うい う傾向が20年 前からあります。最

近非常に心配 されるのは、小田原です。ですか ら、そ うい う状態になってしま うと、

回復することがなかなか難 しいわけです。いま中心地でTMOと い うものを盛んに

やってお りますが、やは り限界があ ります。 このような都市づくり、街づくりの公

的な政策を考えないと、街の中心部は沈没 して しまう可能性があ り、何 とかしない

といけない と思ってお ります。

海老澤 今のテーマに対 して、私は少 し違 うことを考えてお ります。地盤沈下のマ

イナス条件を関わってくる人全てが 「所与」 と考えると、 どこの街も再生はしない

と思います。 日本中にこのような考えが蔓延 していますが、自分で 自分の生きる道

を探 さないと地盤沈下は当た り前だ と思います。
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中小企業の支援効果

後藤 各報告者に対 して、質問が出されています。地域におけるビジネス創造の要

件について議論する前に、せっか く頂いた質問に対するお答えを頂きたい と思いま

す。

小泉 さんに対 しては、SSか ら大 きく新 しい ビジネスヘ ドメイ ンを変化 させま し

たが、どのようなステ ップで顧客を安定化 させたのか、事業の時系列で説明 しても

らいたい、とい う質問です。

小沢さんに対 しては、中小企業への支援効果がどうなっているのか、もっと具体

的な説明を聞きたい、とい うことです。

また、海老澤さんには、子供の時からビジネス社会を理解 してもらうのが大事だ

と思いますが、この辺 りについて教育者 として どのようなお考えで しょうか、 とい

う質問です。

まず、小泉 さんか ら個別的な質問に対するお答 えをお願い します。

小泉 この話をさせて頂きます と、今でも非常に苦 しい思いを抱きます。色々あ り

ました。われわれのSSは10円 で儲かってくださいよ、とい う薄利多売の商売です。

固定費は大きいわ りに、粗利益率は非常に小 さい仕事をやってお りました。110億

円の売上はあ りましたが、利益が出ない状況にあ りました。それで、売上追求は止

めようと、利益を追求 しようと、そして、そのためには何をすべきかを考えました。

結局、利益率の高い仕事をすることです。厚利少売 といいますが、できれば厚利多

売にしたい と考えたのです。

厚い利益があるところは何だろうと思い巡 らしま した。 もちろん、われわれの事

業領域があり、その中でできることを考えました。それで考えたのが、まず飲食店

です。これは6割 とか7割 くらいの粗利益が とれるものです。それから中古、これは

日本石油か ら仕入れるのではな く、われわれが直接仕入れますので、高い粗利益が

とれます。それからレンタルです。 これはカネ貸 しではなく、モ ノ貸 しです。これ

にも付加価値がついて利益があがるのではないかと思いま した。 もう1つはメーカー

です。

そのような中で、 レス トラン関係 は飲食店的な感覚で、水 とい うのは1つ のメー

カー的な感覚でや りま した。このような背景の中で、どうい うウォンツがあるか、

それを見つけて供給できるようにしようとい うことで した。水とい うものも、綺麗
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な水があった らとい うニ ッチ なマーケ ッ トに提供 しよ うとい うこ とでや りま した。

そ して、特許です。 これは小 さな個人企業で も大企業で も同 じです が、そ こか ら知

的財産 としての特許 を とれ ば、厚 い利益 を狙 えるのではないか と考 えま した。

小沢 中小企 業の支援効果ですが、そ の効果 を具体的に整理 してま とめた とい うの

は現在 の ところあ りませ ん。県の方 では2006年 に は2つ の政策 目標 を持 って展 開 し

て い ます。1つ は 、開 業率 を6%に す る こ と、 も う1つ は、 経 営革 新 支 援 法 の承認 件

数 を995件 にす る とい う 目標 を作 っ て お ります。 それ が2006年 に ど う達成 され るの

か 、そ こで そ の効果が問われ る と思い ます。

最近 は行政 も効果 を明確 に しろとい う話 をよ くしてお ります。支援の効果 とい う

ものに対 して、個 々の ものに関 してはい くっ かもあ りますが、それ を皆 さん方 に分

か りやすい形 で説 明す ることは、まだで きていません。

創業 関係 です と、セ ミナー を受 けた方 々の約50%弱 が 何 らか の創 業 を して お りま

す し、 あるいは県 な どか ら応援 しても らった ところが上場 した ところもあ ります。

具体的 には厚木 にあ ります液晶パネル とか、プラズマデ ィスプ レー とかの検査装置

のVテ ク ノ ロ ジー が2000年 度 に東 証 マ ザー ズ に上場 しま した。上場す る過 程で県 の

創促法の認 定を とった とか、 中小企業セ ンターの債務保証 を受 けた とかな ど、その

よ うな支援 を受 けま した。

また、川崎のKSPに あ ります テ ク ノ メデ ィカル とい う医療機i器の メー カー です が、

こち らの方 も2003年 度 の9月 に ジ ャ ス ダ ックに株 式 を公 開 しま した。 ただ、 これ ら

は個々の事例 で、行政 としての支援効果 が問 われ るのは2006年 です。 そ こで 、 そ の

政 策 効 果 が 問 われ るのではないか と思います。

海老澤 ビジネス を取 り巻 く環境 にっいて話 をします と、PFI、TMOと い う概 念 が

あ りま す。 両方 か ら円 が近づいて、 しまいには交 じり合ってできて くるのです。交

じり合 うことについては、だれ が責任 を持 って行動 してい るので しょ うか。大学 も

責任 を持 って教 えてお りませ ん。公企業論が あ り、中小企業論 もあ ります。大学 に

も経営学部 、商学部 があ ります が、 しか し、いま学問 の方 が実際の ビジネス社会 に

遅れてお ります。 実際 はわれ われ も悩 んでい るテーマです。現実が先行 して、後 か

らわれわれ が追いかけてい る現状ではないか と思 います。

地域とビジネス創造

後藤 フロアーからの質問はこれで全てはないのですので、少 し他の質問を紹介 し
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て、また、時間があ りま した ら、 フロアーか ら直接質問す る時間を と りたい と思い

ます。

今 日は企業に とっての地域 とか、行政に とっての地域 とい う発言 を していますが、

肝 心な住民 にとっての地域 とい う発言 または立場 につ いては、 これ まで 出ていませ

ん。地域住 民 とビジネスに対 して、 どの よ うな関わ りがあるのか、 とい うことにつ

いて コメン ト頂 ければ と思います。

小泉 私達は、 この ドメイ ンの 中に書いてある よ うに、色々な業態の事業 をや って

います。限定 された地域 にニ ューサ・一ビスを流 します と、違 う切 口での商品を住 ん

でいる人 に提供で きます ので、顧客 の創造 とい うものが可能です。 この よ うな違 う

切 口の商品が多 けれ ば、地域 とい う狭い範 囲ですが、その分顧客 の創 造 も可能 にな

るよ うに思います。

小沢 地域住民 に とっての ビジネ スを考 えます と、 これ か ら急速 に高齢化社会 に入

ります。そのよ うな社会環境の中で、これか らコミュニテ ィー ビジネス分野が起 こっ

て くる し、また必要 となって きます。 ところが、 コ ミュニテ ィ0ビ ジネ ス は行 政 と

民間 の グ レー ゾー ン(灰 色)の と ころが 多い わ けです 。 した がって、その よ うな ビ

ジネス を行政が支援す る とい うことは、見方 を変 えます と、本来行政 サー ビスがや

るべき ことをコ ミュニティー ビジネスがや るとい うことにな ります。行政 を超 えて、

市 を超 えてや って もいいのではないか と思います。

海老澤 私 は生活者 とい う概念 に置 き換 えてみたい と思います。生活 してい る人 が

市民で もあ ります。生活者 とやや似ています。 いま全 国的に見ます と、消費者 が提

案 して ビジネス を作 ってい るモデルがた くさんあ ります。 そのきっかけ作 りを商工

会議 所 とか市でや るべ きだ とい うこ とです。つま りイ ンフラの準備 です。例 えば、

私が知 っている例 で申 します と、長野 とか新潟 では消費者 が どん どん提案 して きま

して、 それ を3次 元 のCADに 登 録 してお き、 そ こか ら色 々な こ とをや っています。

横 浜ではある主婦 のクラブが、農家 と提携 して、人百屋 さん も魚屋 さん も通 さず に

現地の市場 か ら注文 しています。

ここで私 が申 しあげたいのは、消費者で あ り、生活者 であ り、提案者で もある住

民の参加 の ことです。人は必ず提案 をできる知恵 があ ります。その よ うな提案 がで

きる知恵袋 を行政 が作 るこ とが必要だ と思います。横浜 とか平塚 よ りも人 口が少 な

い地域 でや ってお りますので、十分にできる と思 います。 ただ単な る市民ではな く

て、生活者であ り、提案者 である とい う位 置づけです。

後藤 フロアーか らどなたでも結構です ので、も し質問あ りま した らお願い します。
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金 神奈川大学 国際経営研究所の客員研 究員 で金 宇烈 と申 します。 小泉 さん にお

聞き したいのですが、事業構造 をみます とフランチ ャイ ジーの事業が多いのですが、

1つ に は、 なぜ そ の よ うな フ ラ ンチャジー事業 に着 目したのか、 とい う質問です。

2つ に は、 フ ランチ ャジー ビジネ スの場合 、 ど うして もテ リ トリー の問題 があ りま

すので 、横 の拡大 とい うか、地理 的拡大が 自ら限 られ て しま うと思います が、それ

に関連 して御社の今後 の成長戦略についてお考 えをお聞かせ頂 けれ ば と思います。

小泉 なかなか難 しい質 問で ございますけれ ども、まず 、いわゆる安定策 ですね。

我 々のSSは 、 供 給 先 が1社 だ けで す ので 、 そ こか ら供 給 を断 られ ます とわれ われ

は潰れ ます。 しか し、30%程 度 の とこ ろが い くつ か あれ ば 、1個 が切 られ て も経 営 は

生 き残 れ ます。だか ら、ONLYさ ん か らの脱 却 を考 えま した。 そ して、その時 にわ

れわれ の人材 ではで きない。それ で、われ われ はフランチ ャイジー とい う形 で、金

を払 って教 えても らったのです。

それ と、設備投資を してす ぐ利益がでない と難 しいので、そのよ うな ことを考 え

てフ ランチ ャイ ズをや ってお ります。また、そこか ら得 られた ノウハ ウを、われ わ

れがフランチャイザー として少 し提供で きれば、 とい うことで勉強 にもな りま した。

地域 マネージメン ト

後藤 時間がきま したが、パネ リス トとして最後のメ ッセージがあれば、お願 い し

たい と思います。

小泉 私は長 い間石 油事業 を してきま した。一所懸命 に努力 して売上を上 げて も、

結果的 に利益 にな らない といいますか、社員 が努 力 しても社員 にプ ラスにな らない

仕事 を経営者 が させ てはな らない と常 に思 ってお りま した。社長 の仕事は何か とい

います と、仕事のネタ探 しと、その種 を自分 で作 って、その種 を植 えて、そ して育

てて市場 に出 して、そ こか らお金 を回収す る とい うことだ と思 います。 われわれ は

歴史の ある古 い会社 ですが、スクラ ップ ・アン ド・ビル ドを通 して、地域のこ,_....ズ

に合 致 す る もの を探 し続 けた い と思 っています。

小沢 私達 は 自分で ビジネス をす る機 関ではな く、 自分で ビジネス を支援す る機 関

ですので、公的な立場 として役 に立っ存在 であ りたい思います。それで、一層努力

して役 に立ち続 けたい と思います。そのために、関係機 関との連携を強化 して、 もっ

ともっ と役 に立ち続 ける機 関にな りたい と思 ってお ります。

37



国 際 経 営 フォー ラムNo.15

海老澤 今 日のメインテーマが、地域の時代 とビジネス革新、そ してサブテーマが

地域に根 ざし、地域 と共に生きるビジネスの創造 とい うものですので、提案す る力

とその前提 となる構想 となる力 とい うのは、行政 とか大学 とか企業だけではなく、

その地域全体の責任だ と思います。その地域に住んでいる住民全体が責任を持って、

地域の経営のために何 らかの貢献をしなければならない と思います。

後藤:ど うもありがとうございました。本 日のパネル ・デ ィスカ ッシ ョンを通 して

結論を出す とい うことではなく、む しろ、色々な立場か らの議論をぶつけ合って、

それを異業種の中でやっていくとい うことを改めて確認できたように思います。 こ

のフォーラムでの報告 とディスカッションを機会に、それぞれの中で様々なスパー

クリングを引き起 こし、前向きに取 り組むことができれば、主催 したわが研究所 と

しても喜ば しい限 りであります。最後に、基調講演をして頂いた斉藤先生にもお礼

を申しあげます。 どうもありがとうございま した。

三村眞人(神 奈川大学教授,閉 会の辞)神 奈川大学経営学部の三村 と申します。

本 日は基調講演をして頂きました斉藤先生をは じめ、パネ リス トの皆様大変あ りが

とうございました。 こうい う形で地域 と大学がタイア ップしてや ることが非常に意

味のあることだと思います。現在中央から地方へ と、あるいは地域 とい うことが盛

んになっています。特に地域の中の連携 とい うものがますます重要になっています。

その中で地域の構成員がこれか らどうやっていくべきかとい うのが、今 日の問題提

起だったと思います。

サブタイ トルにある、地域に根 ざし、地域 と共に生きるビジネスの創造、とい う

ことが最も重要なことだと思っています。 このことは地域だけではなく、そこに住

む私たちの生活においても重要なことと考えます。 これか らも新たな視点で、この

ような機会をまた設けたいと思います。今後 ともご協力 ・ご支援の程をよろしくお

願い致 します。 これをもちまして、本 日の国際経営フォーラムを終了致 します。長

時間にわたってご参加頂き、誠 にあ りが とうございま した。
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